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２０２５年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

２０２６年３月 25 日 

宗）日本基督教団南三鷹教会 フィッシャー幼稚園 

1. フィッシャー幼稚園の教育目標 

【教育理念】 

フィッシャー幼稚園は、南三鷹教会を設立母体とした幼稚園で、以下に示すキリスト教保育を目指

しています。 

①イエス・キリストを通して示される神の愛の中で園児が育まれる保育 

②神さまによって使命を与えられた教師が園児ひとりひとりの個性を受け止め愛する保育 

③幼稚園ですごすことが喜びとなるように日々の積み重ねを大切にし、見守る保育 

【教育目標】 みんな大好き  

「わたしがあなたを愛したように互いに愛し合いなさい」（聖書のことばヨハネ 15:12） 

⚫ やさしい心を持とう 

⚫ 出会いを大切にする 

⚫ 安心してのびのびと 

2. 本年度に定めた重点的に取り組む目標 

【本年度の目標・計画】 

① 一人ひとりの成長を見守る：特に園児の発達に凸凹がある現実を踏まえ、保護者および地

域の専門機関と連携をさらに強め丁寧に対応する。障がい児教育についての研修を行う。

また、積極的に保護者の相談にのる。 

② 安心して遊べるように保育環境を整える：遊びの中で体幹を鍛えたり、バランス感覚を養

いたい。「すくわくプログラム」を通して、ホールでのリズム遊びやダンスを積極的に取り

入れる。また、外遊びの中の自己やけがの内容に施設整備や安全対策を行う。 

③ 教職員一人ひとりの成長とチーム力の向上：子どもと共に教職員も育つ「共育」を心が

け、それぞれの良いところを伸ばし、お互いに補い合うチームでの保育を心がける。 

④ 保護者との連携と協力・卒園生家族を含む地域との連携：保護者とのコミュニケーション

を密にして、家庭と幼稚園が子どもの育ちにおいて協働する。また、卒園生家族にも協力

していただけるように、卒園後も繋がっていける幼稚園を目指す。 

⑤ 子育て支援：子育て支援の施策として、預り保育の拡充、未就園児のおやこひろばコアラ

の充実、子育てサロンの実施、選択制給食を拡充する。 

⑥ 地域の子育てのニーズに応えるため満３歳クラス・２歳児クラスの新設・４年保育に向け

ての検討を行う。 

 

： 
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3. 評価項目の達成および取り組み状況 

評価項目 取り組み内容 自己評価 結果 

教育目標について 教育理念・目標の

共有 

年初に全職員での目標の共有を図り、毎

月の職員会議でキリスト教保育の要点を

確認した。社会の要請、保護者目線での

目標設定と実施には更なる検討が必要。 

 

 

B 

指導について 教育目標と幼児の

実態に基づく指導

計画の作成 

キリスト教保育としての「みんな大好

き」を幼児一人ひとりの実態にあわせて

指導計画に落とし込んでいる。 

 

Ｂ 

幼稚園教育要領に

基づく指導援助 

一人ひとりの発達に応じた保育を行い、

必ずしも幼稚園教育要領に示される小学

校に入学までに備えたい「10 の姿」は必

ずしも意識していない。 

 

B 

新園舎での指導方

法や過程の工夫 

年度の途中から「すくわくプログラム」

に取り組み、砂場や園庭遊びについての

改善や話し合いを実施した。 

 

B 

チーム保育 預り保育の拡充で新しい職員が増え、又

働き方の柔軟性を考慮した結果、チーム

での連携が取りにくい場面も増えた。 

 

Ｂ 

行事について 計画と実施、改善 前年度を参考に担当を決めて計画準備

し、実施後に振り返りを行って次年度に

反映して改善を続けている。毎年の子ど

もの状況に合わせて内容を調整した。 

 

B 

保護者や地域との

連携 

保護者の負担が増えないように配慮し

た。運動会には地域の未就園児も招待し

た。また、バザーは卒園生の保護者の参

加協力を得て実施できた。 

 

B 

組織・運営につい

て 

職員の配置・役割

分担 

園長、副園長の交代、新しい職員の増

加、育児・看護での休暇が多く柔軟に対

応する必要があり、配置の変更や役割分

担が不明瞭な場面が増えた。 

 

Ｃ 

打合せ、会議 毎朝の各クラスの予定の共有、毎週の職

員会議での全員の子どもの様子の共有化

は時間と労力を要するが重要である。 

 

Ｃ 

教職員間の協力 体調不良や子の看護等で同時に複数の教

員が休むことがあり、協力が必要な場面

は多かった。通常時の役割分担と緊急の

場合の協力について皆で確認しておく。 

 

Ｂ 

資料の作成・保存 保育記録、会議の記録は適切に作成され

記録されている。ＩＣＴ化による効率化

と共有方法を今後検討。 

Ｂ 

保健・安全管理に

ついて 

避難訓練や安全・

衛生教育の実施 

消防署、警察署と連携して防火訓練・交

通安全教育、防犯教育を行っている。ま

た避難訓練を実施し設備点検を行った。 

 

B 
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関係機関との連携

と保護者との共有 

上記機関とは連携。大規模災害に備えて

連携と保護者との連絡方法の確認が必要 

 

B 

特別支援教育につ

いて 

地域機関との連携 三鷹市、調布市の発達支援センターの巡

回指導と協力、療育機関とも連携した。

三鷹市のくるみ幼児園と交流した。 

 

B 

園内体制の充実 発達支援コーディネーターを常勤とし、

支援の必要な園児に補助職員を配置。職

員研修までは実施できなかった。 

 

B 

研修について 研修計画・実施 幼稚園主催の全員研修は 1度開催。満 3

歳児保育の視察を 2園でおこなった。そ

の他保育者研修に参加を促した。 

 

B 

研修内容の還元 研修報告の時間をとることが難しかっ

た。全員研修会の後には良い部分はすぐ

に導入、改善もみられた。 

 

B 

 

情報提供について 個人情報の管理 個人情報については鍵のかかる保管庫で

管理し十分注意して取り扱っている。ま

た写真の取り扱いも慎重に行った。しか

し、教職員が口頭で個人情報に言及する

ことへの注意を喚起する必要がある。 

 

Ｂ 

保護者への連絡と

広報 

保護者がお便りを読まないケースが増え

ており、連絡方法に課題がある。広報は

時代にあった効果的な方法を検討する。 

 

B 

教育環境整備 施設点検・用具整

理 

毎朝の園庭・遊具の点検と毎週の安全点

検を行っている。その結果、砂場の改修

工事を行ったり、用具の配置の改善をし

た。また災害備蓄品・資材を見直した。 

 

B 

保護者・地域との

連携 

参観日の実施 各学期に保護者参観を行い、懇談会を行

った。保護者の会である「にじの会」に

保育への協力を要請している。 

 

Ｂ 

地域施設への訪問 例年のように花の日に消防署やシルバー

人材センターを訪問し感謝を伝えたが、

幼児の興味・関心に繋がっているかを見

直す必要がある。 

 

Ｃ 

子育て支援 預かり保育 預り保育の主任を置き、内容の充実を図

った。二人体制とすることで、安全面で

の向上もみられた。 

 

B 

子育て相談 「おやこひろばコアラ」で未就園児の子

育て相談にのり、「キリスト教子育てサ

ロン」でも相談にのっている。日常的に

保護者の相談を受けている。 

 

 

B 

地域機関との連携 三鷹市こども発達支援センターとの面談

を行い、療育が必要なお子さんへの相談

等を確認した。 

 

B 
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4. 自己評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

「こどもたちの成長を見守り、助ける」という教育理念に基づく目標については、十分実施でき

ており、保護者からも評価いただいている。2022 年度に完成した新園舎での保育環境については

ずいぶん慣れてきたが、園庭での遊びなどまだ改善の余地がある。今年度から東京都のすくわくプ

ログラムが始まったため、今後遊びの発展が見られることを期待する。 

チーム保育については職員会議での子ども一人ひとりの様子を全員で共有するなど、教師の資質

や保育の質を確保するための取り組みは継続されている。今年度は教師自身の健康や家庭の事情で

休職、休暇取得する職員が多くチームでカバーしながら保育を行ったが、一部の職員への負担やコ

ミュニケーション不足の課題も露見した。今後も長く働くためにはそれぞれの事情に応じた柔軟な

働き方を許容しつつ保育に影響がないように工夫と組織マネジメントの強化が必要である。 

保護者とコミュニケーションについて、さらなる情報共有や保護者からのフィードバックを受け

て見直しや改善をすることで保護者の理解の促進と連携・協力を図ることが望まれる。 

5. 学校関係者評価結果 

学校関係者評価として保護者代表（にじの会役員）5名からアンケートへの回答を得た。また、

設置者である南三鷹教会の幼稚園経営委員、子育て支援委員、次世代育成委員の３名が教職員によ

る自己評価結果と保護者の意見に基づき評価を行った。 

保護者からは総合的な評価（Q1）から全ての項目について高く評価されており、保護者の要望が

受け入れられ満足度は高いと言える。 

南三鷹教会の委員からの評価は以下の通りである 

保護者からの評価が高いことが非常に素晴らしい。引き続き園児、保護者、教諭が共に育つ幼稚

園の運営を望む。明確になっている改善点については次年度の優先的な取り組みとして頂きたい。 

職員一人一人が園のめざすものを理解し、一丸となってこどもの育成に取り組んでいることが伺

えます。しかし組織運営での評価が低く、実際の運営に対してより一層の理解が必要と思われま

す。保護者からは園の取り組みを高く評価していることが伺われます。 

 

6. 今後取り組むべき課題 

⚫ 園児が減少する中で、主活動における縦割りやコーナー遊びなどの工夫を行う。 

⚫ 障害児や外国ルーツの子どもなど配慮が必要なこどもを受け入れ、保護者の相談にも応じて誰

でも受け入れ子育てを支援するための研修の実施や保育者の配置をさらに検討する。 

⚫ 職員の勤務の多様化や、預り保育の拡大に伴い、教師間のコミュニケーションを良くし、また

保護者とのコミュニケーションにも ICT を活用するなど効果的な方法を検討する。 
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⚫ 新しく始まったプレ保育や検討している満３歳児クラスの実施に向けて、具体的に検討をすす

める。 

⚫ 地域への幼稚園が行う子育て支援に関する情報発信にも力を入れる。 

⚫ 大規模災害対策として、年に数回の防災訓練や日常の施設・備品の確認だけでなく、あらゆる

場面での被災の想定を行い、教職員の防災意識を高める。 

 



（添付資料１）自己評価アンケート結果（対象：教職員 回答１３人） 
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自由意見 

 

⚫ 教職員自身及びその家族の健康や家庭事情が重なり、保育体制が厳しいケースが見られるが、

柔軟に対処できるよう連携を工夫する必要に迫られており、教職員は協力的である。  

⚫ 副園長は管理職として園全体の保育を見て指導助言するべきところではあるが、もう一人の管

理職、特別支援・保護者支援コーディネーターがその役割を担ってくれつつあり、 そういっ

た助言を反映させ、全員で保育や行事を振り返るための園内研修を次年度は計画的に実施した

い。 

2.9 B 

3.0 B 



添付資料２）保護者アンケート結果（対象：にじの会役員 回答５人） 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

自由意見 

⚫ フィッシャー幼稚園の、人を思いやる心、感謝する心、こんな時代だからこそ貴重だと思い

ます。卒園しても応援しております！ 

⚫ 先生方をはじめ、フィッシャー幼稚園の皆様には日頃から親子共にとてもお世話になって

います。子どものことをとても細かく見てくださり、その子の成長の度合いやその時々の

心を大切に接してくださっているのが伝わってきます。保護者にも寄り添ってくださり、い

つも励まされています。ありがとうございます。 


